
こうあん通信こうあん通信 No.55

ｉＰＳシート、拡張型心筋症に＝重症化防ぐ狙い、国内初治験—大阪大ｉＰＳシート、拡張型心筋症に＝重症化防ぐ狙い、国内初治験—大阪大
( 時事通信社 2024.3.13 配信 )( 時事通信社 2024.3.13 配信 )

★最新介護医療情報★★最新介護医療情報★

　他人の人工多能性幹細胞（iPS 細胞）から作った心筋細胞をシート状にして　他人の人工多能性幹細胞（iPS 細胞）から作った心筋細胞をシート状にして拡張型心筋症の患者に拡張型心筋症の患者に

移植移植し、心機能の回復を目指す国内初の臨床試験（治験）を大阪大の研究チームが始めることが 13し、心機能の回復を目指す国内初の臨床試験（治験）を大阪大の研究チームが始めることが 13

日、分かった。年内を目標に、４人の患者に実施する。日、分かった。年内を目標に、４人の患者に実施する。重症化して心臓移植などが必要な状態になるの重症化して心臓移植などが必要な状態になるの

を防ぐを防ぐ狙いがある。狙いがある。

　心臓は全身に血液を送るポンプ機能を担っているが、拡張型心筋症では心筋の収縮力が低下し、心　心臓は全身に血液を送るポンプ機能を担っているが、拡張型心筋症では心筋の収縮力が低下し、心

室が拡張する。重症化すると心不全を起こすなどして死亡する危険性があり、心臓移植が必要とな室が拡張する。重症化すると心不全を起こすなどして死亡する危険性があり、心臓移植が必要とな

る。国内の患者数は数万人と推計されている。る。国内の患者数は数万人と推計されている。

当院ご利用状況およびご案内当院ご利用状況およびご案内

http://www.http://www.kouan-clinic.or.jpkouan-clinic.or.jp

■診療部門　　整形外来を開設して５ヵ月が過ぎました。予約なしでも診療可能ですが、お待ちい　■診療部門　　整形外来を開設して５ヵ月が過ぎました。予約なしでも診療可能ですが、お待ちい　

　　　　　　　ただく場合がありますので、ご希望の方は　　　　　　　ただく場合がありますので、ご希望の方はご予約ご予約をお願いします。現在はをお願いします。現在は肺炎球菌の肺炎球菌の

　　　　　　　予防接種ならびに各種アレルギー検査　　　　　　　予防接種ならびに各種アレルギー検査を随時行っております。を随時行っております。

■訪問部門　　■訪問部門　　各曜日対応可能各曜日対応可能です。です。要支援要支援のご利用者様も利用可能です。のご利用者様も利用可能です。

■通所部門　　空き枠に限りがありますが、■通所部門　　空き枠に限りがありますが、継続して体験を承っております継続して体験を承っております。お受けすることが困難。お受けすることが困難

　　　　　　　な場所もございますのでご留意ください。　　　　　　　な場所もございますのでご留意ください。

■問い合わせ　診療所 /0742-32-0510　訪問・通所 /0742-55-0784■問い合わせ　診療所 /0742-32-0510　訪問・通所 /0742-55-0784

デジタル技術活用で「迅速化を」＝要介護認定巡り河野氏—規制改革ＷＧデジタル技術活用で「迅速化を」＝要介護認定巡り河野氏—規制改革ＷＧ
( 時事通信社 2024.3.14 配信 )( 時事通信社 2024.3.14 配信 )

　政府の規制改革推進会議のワーキンググループ（WG）の会合が 14 日開かれ、介護サービスを受　政府の規制改革推進会議のワーキンググループ（WG）の会合が 14 日開かれ、介護サービスを受

けるために必要な要介護認定の在り方を議論した。河野太郎規制改革担当相は、認定を受けるまでのけるために必要な要介護認定の在り方を議論した。河野太郎規制改革担当相は、認定を受けるまでの

期間が平均で 30 日を超えることを課題に挙げ、期間が平均で 30 日を超えることを課題に挙げ、人工知能（AI）やデジタル技術の利活用などによる人工知能（AI）やデジタル技術の利活用などによる

迅速化の検討迅速化の検討を求めた。を求めた。

　要介護度の認定は、市区町村の調査員による実地調査や医師の意見書などに基づき審査する１次　要介護度の認定は、市区町村の調査員による実地調査や医師の意見書などに基づき審査する１次

判定と、学識経験者らが総合的に判断する２次判定を経て行われる。認定までの期間は原則申請から判定と、学識経験者らが総合的に判断する２次判定を経て行われる。認定までの期間は原則申請から

30 日以内と定められている。30 日以内と定められている。


